
令和8年度の注目事業

村外在住の子育て世帯が村
内で親世帯と同居・近居する
際の住宅取得・賃貸・引越費
用を補助し、村内在住世帯は
住宅の新築・購入のみ対象と
する事業です。

恩納村三世代同近居
支援事業 小中学校に登校できていない

児童生徒の「居場所の確保」
と「学習・体験保障」を図り、義
務教育修了後の進学・就労に
つなげ、引きこもり状態を防
ぐために設置する事業です。

教育支援センター事業

恩納村への定住人口増加を
目的に、村内でファミリー向け
（2LDK・3LDK）の民間賃貸住
宅を新築する個人・法人に対
し、建設費の一部を助成する
事業です。

恩納村民間賃貸住宅
建設助成事業 村内に不足する住宅用地の確

保をはじめ、商業施設等整備
用地の造成を行い、地域活性
化及び村民の利便性向上を目
的とした事業です。

谷茶区定住促進
事業用地造成工事

病児保育事業は、病気や病後
で家庭での保育が困難な子ど
もを対象に、医療機関や保育
所に併設された専用室で看護
師等と保育士が安全に一時預
かりを行う支援事業です。

病児保育事業
（オリーブこども園）

単独外出が困難な障がい者
（児）が、買い物や余暇活動な
ど地域生活に必要な外出を行
う際、ヘルパーが付き添い移
動介助や見守りを行う地域生
活支援事業です。

障がい者
移動支援事業

農家や通行者の安全確保を目
的に、飛球による事故を防止す
るための防球ネット（延長
174m・高さ5m）を設置する工
事であり、農作業環境と通行の
安全性向上を図る事業です。

喜瀬武原校跡地
グランドフェンス
設置工事

恩納幼稚園閉園後の空き教
室を改装し、学童あかんちゃ
学校の受け入れ人数を拡充し
て学童保育環境の充実を図る
事業です。

恩納校学童
環境整備工事

観光客の受入体制強化と漁
港利用者の利便性向上を図る
ため、休憩所・事務所・シャ
ワー・トイレを備えた管理棟の
建設など、必要な施設整備を
行う事業です。

前兼久漁港観光関連
施設整備工事

真栄田岬の課題解決と持続
可能で高付加価値な海洋観
光の推進に向け、恩納村の
SDGs計画に沿って地域の多
様な関係者による協議会を開
催し、具体的な方策を検討し
推進する事業です。

オーバーツーリズムの
未然防止・抑制による
持続可能な
観光推進事業

親・子・孫が恩納村で
ともに暮らすための補助事業

恩納村三世代同近居支援事業

ただいま恩納村
三世代でつながるあたたかい暮らしを応援
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記事担当：稲村 雅司 ※一部画像はイメージになります。

歳入、歳出各項目の
詳しい内訳は、
村広報誌を

ご確認ください。

※予算の内訳として、自主財源79億1,649万6千円（予算全体に占める割合61.4％）で、対前年度比3億1,874万2千円の減。
　依存財源49億8,229万8千円（予算全体に占める割合は38.6％）で、対前年度比15億2,284万5千円の減。

●歳入歳出総額：128憶9,879万4千円（対前年度比18億4,158万7千円（12.5％）の減。

令和8年度一般会計予算概要令和8年度一般会計予算概要委員長報告抜粋

■特別会計予算
歳入・歳出

国民健康保険 15億6,324万2千円

後期高齢者医療 1億6,853万1千円

下水道事業収益
4億6,297万1千円

下水道事業費用
4億5,130万5千円

資本的収入
8億6,335万1千円

資本的支出
9億858万3千円

■水道事業会計予算■下水道事業会計予算
水道事業収益

10億1,776万7千円
水道事業費用

9億5,051万1千円

資本的収入
1億7,800万3千円

資本的支出
3億270万4千円

128億9,879万4千円
対前年度比 18億4,158万7千円

一般会計予算

（12.5％）の減

自主財源

依存財源

79億1,649万6千円

49億8,229万8千円

（61.4％）

（38.6％）

記事担当：比嘉 秀康

■歳入・歳出に関する質疑

割引等を導入した場合、徴収等の事務作業が煩雑になるため、現在は検討していない。

万座毛周辺活性化施設観覧料の村民の割引や免除の検討は。

預金利息が0.002％だったものが令和7年度から0.125％に上がったためである。定期預金で運用してい
る。

利子および配当金1,473万4千円について、前年度と比較して増になった要因は。

親世帯が5年以上住民登録され、子供世帯は子供と18歳未満の子が村内に引っ越しする際に補助金を交
付する。住宅取得の場合、同居が100万円、近居は80万円で、近居の取り扱いについては村内全域対象
である。また賃借費用については30万円の補助、引っ越し費用については県外から転入は10万円、県内
から転入は5万円を補助する。

恩納村三世代同近居支援事業補助金について、事業の概要は。

主に真栄田岬周辺で発生している交通渋滞やサンゴの踏みつぶしなど過重な観光客の受入れやそれに
伴う環境悪化の課題がある。エコツーリズム推進法の事業補助金を活用しながら、地元を含めた関係団
体と協議し、オーバーツーリズムの課題解決に向けた取り組みを行う。

オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続可能な観光推進事業1,000万円について、事業の概要
は。

村内在住の小学生高学年から高校生を対象に、県内在住の外国人家庭に2泊3日のホームステイを体験
させる取り組みである。また小学生低学年については日帰りの体験ができないか、調整中である。専門の
業者が外国人家庭の情報を確認し、受け入れ先を手配してもらうための委託料である。

まちなか留学委託料240万1千円について、事業の詳細は。

定期預金のリスクも考慮し、今後は国債や地方債などの活用・運用に取り組んでもらいたい。提
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